
１）こどもの重症心不全 

 大阪大学医学部附属病院は「11歳未満の小児心臓移植実施可能施設」です。全国からこどもの心不全の相
談、セカンドオピニオンを受けつけています。必要に応じて、全国の医療機関へ実際に訪問しての症例相談、
家族説明、転院搬送も行っています。我々と心臓血管外科を中心とした小児心不全チームは、患者さん一人ひ
とりに合わせた、きめ細やかな内科的心不全治療にはじまり、小児用補助人工心臓のベルリンハート EXCOR、
学童期における植込型補助人工心臓の管理、さらに、移植後急性期から遠隔期までの診療を一貫して行ってい
ます。移植後の心臓定期検査（カテーテル検査、冠動脈内エコー、心筋生検など）のみならず、心臓以外の全
身臓器の評価、感染症のモニタリング、患者さんの成長・発達に応じた全身的サポートを行います。移植後の
心臓カテーテル検査および心筋生検は年間 60-100例施行しています。これまでにフォローしている小児心臓移
植後患者さんは 75名をこえます。年間３－9例程度の小児心臓移植を実施し、わが国における小児心臓移植の
約半数を大阪大学にて実施しています。 

 

 

 

 

 

心臓移植後は、拒絶反応や感染症、悪性腫瘍、腎障害など様々な合併症との闘いです。我々は、高い診療能
力を持った総合大学病院としての強みを生かして、小児血液腫瘍グループや小児消化器グループ、また、小児
外科・泌尿器科・消化器内科・循環器内科などと緊密に連携して診療にあたっています。心臓移植は待機期間
も長く、移植後も長期にわたる治療が必要で、患者さんだけでなくご家族全体へのサポートが必要です。移植
コーディネーター・チャイルド ライフ スペシャリスト・臨床心理士・ソーシャルワーカーと協力して、一人
ひとりの患児だけでなく、そのご家族の支援にも努めています。 

 

２）こどもの肺高血圧症 

 特発性肺動脈性肺高血圧症（IPAH）をはじめとして、門脈性肺高血圧症（POPH）、先天性心疾患に伴う肺
高血圧症（CHD-PH）など、様々な小児肺高血圧症の診断・治療・管理を行っています。心臓カテーテル検査
では様々な負荷試験を行い、患者さん一人ひとりの病態に合わせた治療方法を選定し、必要な場合にはエポプ
ロステノール持続静注（在宅 24時間持続静注療法）導入を行っています。また、様々な新薬の臨床治験にも積
極的に対応しています。小児肺高血圧症の心臓カテーテル検査は年間 20例程度行っています。 

大阪大学医学部附属病院は、我が国における、肺移植・心肺同時移植実施施設であり、内科的治療が限界と
判断される症例では、肺移植の適応評価および肺移植術前後、遠隔期の管理を行っています。 

 

 



３）先天性心疾患と（胎児診断やカテーテル治療） 

 胎児期から成人期にわたるまで、先天性心疾患の診断や内科的治療、カテーテル治療、手術適応の評価を行
い、術前から術後までの管理を心臓血管外科と協力して行っています。心臓カテーテル検査は年間約 200例を
施行しており、カテーテル治療は年間約 50例行っています。大阪大学小児科は、 

・経皮的肺動脈弁置換術（TPVI）実施施設 

・経皮的動脈管閉鎖セット使用施設 

・経皮的心房中隔欠損閉鎖術実施施設 

・経皮的補助人工心臓インペラ実施施設 

に認定されており、様々なカテーテル治療に対応しています。特に、総合大学病院である特徴を生かして、低
出生体重児や、心臓以外の臓器合併症をもつ子どもたちにも対応が可能ですし、大人になったあとでも一貫し
て同じ病院でフォローアップを続けることができます。 

麻酔集中治療部との連携により、総カテーテル検査数のうち 25-30％を全身麻酔管理下で行っています。 

心エコー検査は年間約 2500例、胎児心エコー検査は年間 150例程度行っています。産科や小児科新生児グル
ープ（MFICU/NICU）、心臓血管外科や循環器内科、集中治療部（ICU）との連携により、胎児期から成人期ま
で一貫したチーム医療で先天性心疾患の診療にあたっています。成人先天性心疾患にも積極的に対応してお
り、循環器内科・心臓血管外科・小児科循環器グループで協力して全臓器に対応した成人先天性心疾患専門外
来の診療やカテーテル検査、カテーテル治療を行うとともに、月１回の成人先天性心疾患カンファレンスを行
い、それぞれの患者さんに応じたベストな治療方針を決めています。また心疾患をもった患者さんの妊娠・出
産に関しても、産科と協力して周産期管理を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心臓カテーテル検査 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
総症例数 195 175 218 222 230 184 187 182 209 210 193
カテーテル治療 25 28 37 34 24 30 33 22 39 41 55
心筋生検 49 30 57 73 103 76 63 68 63 76 64
負荷試験 53 51 60 61 54 34 32 37 38 42 30
補助循環装着中 9 10 11 18 14 10 13 11 17 11 12
IVUS/OFDI 25 21 23 26 32 22 26 29 20 15 14
全身麻酔 16 29 47 44 36 38 35 30 50 41 58

大阪大学での
小児心臓移植件数

2014年 3
2015年 1
2016年 0
2017年 4
2018年 5
2019年 9
2020年 3
2021年 3
2022年 3
2023年 4
2024年 5
2025年 2



 

 

 

 

 

 

 

４）後天性心疾患や不整脈 

 川崎病後冠動脈瘤や不整脈など後天性心疾患についても積極的に取り組んでいます。学校心臓検診への協
力にはじまり、電気生理学的検査や様々なカテーテルアブレーション、ペースメーカー治療、リードレスペー
スメーカー、植え込み型除細動器について、循環器内科とも協力して診療に当たっています。 

 

5）大阪大学医学部附属病院における小児循環器領域の施設認定 

・小児（11歳未満）心臓移植実施施設 

・肺移植・心肺同時移植実施施設 

・小児用補助人工心臓 EXCOR Pediatric植込み施設 

・小児循環器学会専門医修練施設群 

（連携施設：大阪母子医療センター） 

・成人先天性心疾患専門医総合修練施設 

（連携施設：大阪母子医療センター、大阪急性期・総合医療センター） 

・胎児心臓超音波検査専門施設 

・インペラ実施施設 

・経皮的肺動脈弁置換術（TPVI）実施施設 

・経皮的動脈管閉鎖セット使用施設 

・経皮的心房中隔欠損閉鎖術実施施設 

  

 大阪大学医学部附属病院は「小児循環器専門医修練施設群」「成人先天性心疾患専門医総合修練施設」とし
て、大阪母子医療センターと連携して、小児循環器専門医の育成に努めています。我々の修練施設群の特徴と
して、 



① 豊富な先天性心疾患の症例を持ち、胎児心エコー診断から ICU管理、カテーテル治療、アブレーション治
療まで多くの症例を経験できる大阪母子医療センター小児循環器科 

② 先天性心疾患のみならず、心筋症、心臓移植、さらに肺高血圧症や肺移植まで行い、数多くの臨床治験を
含む高度・最先端医療を実践できる大阪大学小児科循環器グループ 

この全国有数の 2施設で一体となった研修を受けることが可能です。研修終了後も、これらの循環器専門施設
のみならず、大阪・阪神間一円に数多くある大阪大学小児科関連病院で継続的に勤務して頂けます。 

2施設合わせての心臓カテーテル検査は年間約 600例、カテーテル治療は 200例、胎児心エコーは 400例、心
筋生検は 100例です。小児用補助人工心臓ベルリンハート EXCORは 8台保有、植込型補助人工心臓装着患者
の管理を行っています。小児心臓移植は年間 3－９例施行しています。成人先天性心疾患患者は 500名以上を
フォローしており、経皮的心房中隔欠損閉鎖術や動脈管閉鎖、経カテーテル的肺動脈弁置換術、経皮的補助循
環装置インペラの実施が可能です。 

両施設とも、積極的な国際学会発表、論文執筆、博士取得、留学をすすめております。 

我々の研究内容につきましては、「研究グループ紹介」のページをご覧ください。 

私たちは、小児循環器専門医を目指す若手医師や女性医師、医学生の見学・相談を積極的に受け入れていま
す。特に大学病院では女性医師も様々な働き方が可能であり、女性医師と男性医師の比率は同等となっていま
す。 

複雑先天性心疾患のみならず、補助人工心臓や心臓移植などの重症心不全治療や小児肺高血圧症治療に意欲
を持つ方は、ぜひ一度ご連絡下さい。また、基礎研究をやってみたい方、配偶者の転勤で大阪に来ようという
方、子育てとの両立を目指す小児循環器医、どのような方でも大歓迎です！！ 

E-mail: ikyoku@ped.med.osaka-u.ac.jp 
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